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1.緒言

画像の色合い変換の手法として， 篁ら [1]はPCAを用い
た色合い変換を提案している． 従来手法の画像色合い変
換手法は画像全体を対象とするために， 着物の染め直し
補助のための着物画像の色合い変換には， 不適切である．
なぜなら ， 着物の地の部分のみを色合い変換する必要が
あるからである． また， 筆者[2]らはHSV表色系へ変換し
た上で， S成分を用いて着物の地の部分を抽出し， それを
マスクとしてRGB表色系でPCAを用いた色合い変換を
行う方法を提案したが， 地の部分を抽出するマスキング
の精度に課題があった． そこで、 本研究ではS成分に対
して判別分析法を用いて二つのクラスに一旦分割し， そ
の後， H成分と S成分の2つの特徴量を用いて地のクラス
の重心を求め， 楕円状に切り取ることで地の部分を抽出
する方法を提案する．

2.RGB-HSV変換を用いた色合い変換
2.1.判別分析法を用いた領域分割
着物の画像から地の部分のみを抜き出しマスキング
するために着物画像を地の部分と柄の部分に分割する．
HSV表色系では， 彩度(Saturation)成分において， 着物
画像の地の部分と柄の部分とで彩度が異なり ， 大まかに
二分できると考える． そこで， S成分のヒスト グラムか
ら， 式(1)の判別分析法のクラス間分散σB

2が最大となる
閾値Tを求めることで， T以下の値のクラスと Tより大き
いクラスの2つのクラスに分割する .
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ここでωiは各クラスの画素数を， Siは各クラスの平均値
をそれぞれあらわす.
2.2.重心を用いた地と柄の領域分割
つぎにH成分と S成分の重心を計算し， 地の部分を楕円
状に切り取る領域分割を行う ． まず， 式(1)の判別分析法
によって2つに分割したクラスのうち， 着物の地に相当す
るクラスのH成分と S成分の重心をそれぞれµH ,µSとし，
それぞれの標準偏差を σH ,σSとする． さらに， マスキン
グに用いるマスク画像を {M [m,n]}と定義し， 式(2)で着
物の地にあたるクラスでは1を， それ以外では0と定義す
ることにより ， マスク画像{M [m,n]}を生成する .
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今回， 実験の対象画像とする着物の画像を図1(a)に， 参
照画像を図1(b)に， 求めたマスク画像{M [m,n]}を図

†龍谷大学大学院理工学研究科
‡京都府計量検定所

2(a),(b)にそれぞれ示す． さらに， 画像のH成分と S成分
のヒスト グラムを図3(a),(b)に示す． 図2を見ると， 着物
の地の部分のみを抽出できていることがわかる．

(a)対象画像 (b)参照画像

図 1: 実験対象画像

(a)対象画像 (b)参照画像

図 2: マスキング結果
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(a)対象画像
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(b)参照画像
図 3: ヒスト グラム
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2.3.RGB成分の無相関化
色合い変換が望まれる着物の地の部分だけを対象にし
てPCAを用いた色合い変換[1]を行う ． これはM [m,n]で
マスキングをおこなった状態でPCA変換を行う ． 対象
画像のRGB成分からなる画素値ベクト ルx[m,n]の平均
ベクト ルµxおよび自己共分散行列Rxを式(3),(4)で定義
する．
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ここでKは地の部分の画素数である． つぎに， 自己共分
散行列Rxに対する固有値問題を考える．

R
x
ux[i] = λx[i]ux[i] (i = 0, 1, 2) (6)

ここで， λx[i]は固有値， ux[i]は固有ベクト ルを表す．
λx[i]， ux[i]から成る行列Λx,Uxを用いて平均0， 分散1に
無相関化したベクト ルX[m,n]を次式で定義する．

Λx ≡ diagonal(λx[0], λx[1], λx[2]) (7)

Ux ≡ (ux[0],ux[1],ux[2])　 (8)
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(9)

対象画像と同様に， 参照画像についても定義する．
2.4.色の線形変換
対象画像の画素値ベクト ルに対するPCAによる無相
関化後， 色合い変換を次式で行い色合い変換後の画素値
ベクト ルxρ[m,n]を求める． マスク値M [m,n]が0の画素
には対象画像の画素値ベクト ルx[m,n]を， 1の画素には，
色合い変換した結果の画素値ベクト ルとすることで， 着
物の地の部分のみの色合い変換を行う ．
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ここで， 対象画像と参照画像の色合いの比率を決定する
パラメータ ρを用いて， 平均ベクト ルµx′

ρ

， 固有値Λx′

ρ
，

固有ベクト ルUx′

ρ
を内挿する．
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3.実験結果

図4(a)を対象画像に図4(c),(e)を参照画像とし ， ρ=1
として式(10)を用いて色合い変換を行なった結果を図
4(b),(d)に示す． また， 図4(a)を対象画像とし ， 図4(b)
を参照画像とし ， ρの値を 0.25 ∼ 1まで0.25づつ変化さ
せ， 色合い変換の調整を行なった結果を図5に示す．

(a)対象画像

(b)色変換後画像1 (c)参照画像1

(d)色変換後画像2 (e)参照画像2

図 4: マスク画像を用いた色合い変換

(a)ρ = 0.25 (b)ρ = 0.5

(c)ρ = 0.75 (d)ρ = 1.0

図 5: 中間の色合い変換

4.考察

本提案手法は， 画素値のRGB値をHSV値に変換し， S
成分を用いて2つのクラスに分割し， 地に相当するクラス
に対してH成分と S成分を用いて重心から楕円状に切り取
ることで着物の地の部分を抽出し， 色合い変換が望まれ
る着物の地の部分のみを色変換する手法を提案した． ま
た， パラメータρを用いることで中間の色合いに変換でき
ることを確認した．
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